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国
分
寺
と
は
、
天
平
13
年
（
７
４
１
）

に
聖
武
天
皇
の
発
願
に
よ
っ
て
全
国
に
１

カ
所
ず
つ
建
て
ら
れ
た
寺
院
の
こ
と
で
、

伊
賀
国
の
国
分
寺
は
、
伊
賀
市
文
化
会
館

の
北
西
側
、
西
明
寺
字
長
者
屋
敷
に
あ
り

ま
し
た
。

　
伊
賀
国
分
寺
跡
は
、東
西
約
２
２
０
ｍ
、

南
北
約
２
６
０
ｍ
の
土
塁
（
土
手
）
に
囲

ま
れ
た
中
に
、
塔
や
金
堂
、
中
門
な
ど
の

建
物
跡
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
全
国

で
も
全
体
像
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
数
少

な
い
国
分
寺
跡
と
し
て
、
隣
接
す
る
長
楽

山
廃
寺
（
国
分
尼
寺
跡
）
と
と
も
に
国
史

跡
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
平
安
時
代
の
「
貞
信
公
記
抄
」
と
い
う

史
料
に
は
、
天
暦
２
年(

９
４
８)

２
月
、

伊
賀
国
か
ら
国
分
寺
の
毘
沙
門
天
・
金
剛

力
士
な
ど
が
震
え
鳴
り
響
い
た
と
の
知
ら

せ
が
都
に
届
け
ら
れ
た
と
あ
り
ま
す
。
毘

沙
門
天
と
は
、
仏
教
を
護
持
す
る
四
天
王

の
一
人
、
多
聞
天
の
こ
と
で
、
金
剛
力
士

も
仏
教
の
守
護
神
で
す
。
伊
賀
国
分
寺
に

も
、
か
つ
て
は
東
大
寺
南
大
門
に
あ
る
よ

う
な
金
剛
力
士
像
が
あ
っ
た
こ
と
が
分
か

り
ま
す
。

　

ま
た
、
平
安
時
代
末
期
の
保
安
２
年

（
１
１
２
１
）
の
東
大
寺
文
書
の
な
か
に
、

「
国
分
寺
講
師
布ふ

施せ

料
」「
国
分
寺
春し

ゅ
ん

季き

仁に
ん

王の
う
会え

僧そ
う
経き

ょ
う

範は
ん
布
施
弐に

拾じ
ゅ
っ

束そ
く
」
と
い
う
国
分

寺
の
経
費
に
関
す
る
史
料
が
あ
り
ま
す
。

「
講
師
」
と
は
、
法
会
を
営
む
際
の
僧
侶
、

「
仁
王
会
」
と
は
、
天
下
泰
平
や
鎮
護
国

家
を
祈
願
す
る
た
め
に
仁
王
経
と
い
う
経

典
を
読ど
く

誦じ
ゅ

す
る
法ほ

う
会え

で
す
。
８
世
紀
後
半

に
建
立
さ
れ
た
伊
賀
国
分
寺
で
は
、
12
世

紀
初
め
ま
で
法
会
が
営
ま
れ
、
寺
院
と
し

て
機
能
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

　

２
０
０
ｍ
四
方
を
超
え
る
広
大
な
伊
賀

国
分
寺
は
、
い
つ
し
か
寺
院
で
あ
っ
た
こ

と
が
忘
れ
去
ら
れ
、
長
者
の
屋
敷
跡
と
語

ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
江
戸
時
代
初
期
の

『
茅し

ば
栗く

り
草ぞ

う
子し

』
に
「
日
の
丸
長
者
」
の
伝
説

が
書
き
留
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
戦
時
中
は
海
軍
の
飛
行
場
の
一
部
と
な

り
、
飛
行
機
を
空
襲
か
ら
守
る
掩え

ん
た
い
ご
う

体
壕
が

造
ら
れ
ま
し
た
が
、
現
在
の
伊
賀
国
分
寺

跡
は
、
歩
道
が
整
備
さ
れ
、
木
立
の
中
を

散
策
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

今
年
11
月
、
本
市
で
「
全
国
国
分
寺
サ

ミ
ッ
ト
」
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
皆
さ
ん
も

ぜ
ひ
伊
賀
国
分
寺
跡
を
訪
れ
、
身
近
な
歴

史
に
触
れ
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

総
務
課
市
史
編
さ
ん
係

　
☎
52
・
４
３
８
０　
℻  
52
・
４
３
８
１

伊
賀
国
分
寺
あ
れ
こ
れ

市
史
編
さ
ん
だ
よ
り

（46）

▲伊賀国分寺跡

　伊賀は、昔から雨が少なく干害に悩まされてきた
土地でした。農業生産には水が欠かせないことから、
水不足を防ぐためにそれぞれの地域にため池が作ら
れ、今でも市内に数多く残っています。
　最近は、南海トラフ巨大地震が起こった際のため
池の耐震性を心配される人が多くいらっしゃると思
います。市では、災害でため池が決壊した場合に予
想される浸水区域と到達時間を表した「ため池ハザー
ドマップ」を作成するなど、皆さんの安全確保に取
り組んでいるところです。
　ため池といえば、江戸時代前期に西嶋八兵衛とい
う藩士が伊賀にいました。伊賀信楽古陶館の玄関脇
には「西嶋八兵衛屋敷跡」という石碑が建てられて
おり、かつてこの伊賀の地で彼が暮らしていたこと
を伝えています。
　西嶋八兵衛は、藤堂藩によって讃岐国（現在の香
川県）に派遣され、日本最古のため池である満

まん

濃
のう

池
の修築や栗

りつ

林
りん

公園の設計などを行いました。以前、

私が栗林公園を訪れた際に、伊賀から来たというこ
とを伝えると、「西嶋八兵衛さんゆかりの土地です
ね。」と大変喜んでいただき、香川県で西嶋八兵衛が
いかに評価の高い人物であるかを実感しました。
　伊賀では、藤堂高虎によって日本有数の高石垣が
築かれるなど、古くから優れた土木技術があり、そ
の中で、農業に転用できる技術が西嶋八兵衛によっ
て養われ、山畑の新田開発などが行われてきました。
ため池と聞くと、今となっては単に水を溜めるため
の池だと思いがちですが、ため池には先人たちの思
いや技術が隠されています。
　西嶋八兵衛は市外でも高い評価を受けており、伊
賀市にとって誇るべき人物の１人です。今後はこの
ような事績をさらに顕彰していくべきだと思います。
　先人の思いを大切にし、のちに続く私たちが「誇
れる伊賀、選ばれる伊賀」を作っていかなければな
りませんね。　

　　（伊賀市長　岡本　栄）
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▲干害対策として昭和 29年に築造された鴉

からす
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西嶋八兵衛屋敷跡の石碑


